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亡)0
48~50 4号住居跡
51 5号住居跡
52 11号住居跡
53 19号住居跡
54・55 23号住居跡
56 27号住居跡
57・58 30号住居跡
59・60 37号住居跡
61 ~63 40号住居跡
64 3号フラスコ状ビット
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沈線区画の磨消却:で文様が施されている。 344~ 347 は磨消帯、沈線内に~JIj突文が施されている。

石器(第 82図)

65 • 66は縦型石匙、 67は石匙の破片と思われるo 68はへラ状石器、 69~ 71は磨製石斧である O

71は磨滅、風化が著しし iO 72 • 73は磨石、 74~ 77はくぼみ石で、 75 • 77は両面使用のものであ

る。

平安時代

遺構と遺物

本遺跡から、平安時代の遺構として竪穴住居跡 3軒、土境11基が検出された。

1号住居跡(第 83図)

調査!玄の南部東端で検出された。

プランは径 3.1mの方形を呈する。確認、面からの深さは 35cmで=壁は斜めに立ち上がる。ピットは

カマドは東壁北寄りに付設されている O 両袖北東部に 5倒検出されているが主柱穴は不明である O

部は壊れて不明で=あるO 焚口、燃焼部は火熱を受けて焼土が厚く、堅く堆積しているO 燃焼部lこは

河原石を置いて支脚としている。時道は長さ1.2m、ItJ20 ~ 25 cm、深さ 8~ 15 cmで:あり、底部に

A' 

]tlf出色 1~
11)J rfl 色 1~、持 L 、
出色 L
11(¥出色 L
11)]出色 1.. 

問問色土
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褐色土
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。 1 m 

第84関 2号住居跡

はうすく焼土が認められる O 東控南側は一段高くテラス

は平:l:s.で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 86図)

1 '""-' 4は覆土から出土した。 1は回転糸切り無調整の赤褐色土器杯である。 2'""-'4は須恵器杯で、

し、堅く踏み閉められている O 床面

2、 3は回転糸切り無調整、 4は回転へラ切り無調整であるO

2~寺住居跡(第 84 図)

調査区の南部東端で検出された。

プランは長軸 3.1m、短i!idl2.9 mのほぼ方形を呈する O 確認面からの深さは約 40crnで、壁は斜めに

立ち上がるO ピットは援下、コーナ一部に 6個検出されている。中央部の円形の大きなピットは本

住居跡よりも古いもので、貼り床が施されている O カマドは束鹿北寄りに付設されている。両袖は

粘土組であるが一部壊れている。焚口、燃焼部は火熱を受け焼土が厚く、堅く堆積しているO 煙道

は長さ 95crn、巾 35crn、深さ 10crnで、先端にピットが摺り込まれている。底部には炭化物、焼土が認

められる O 床面は平坦で堅く良好である O
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第85図 3号住居跡

出土遺物

土器(第 86図)

5は北東コーナ一部ピット内、 6 0 7は埋土から出土した。 5e 6は赤褐色土器杯で、回転糸切り

無調整である。 7は回転糸切り無調整の須恵器杯、である。

3号住居跡(第 85図)

調査区の南部東端で検出された。

プランは径 3.0rnの方形を呈する。確認面からの深さは 40cmで壁は斜めに立ち上がるO ピットは

7偲検出されているが主柱穴は不明である O カマドは東壁北寄りに付設されている O 両袖部は壊れ

ているが、袖に使用された!擦が認められるO 焚口、燃焼部は火熱を受け焼ニヒが厚く、堅く堆積して

いる O 煙道は長さ 85cm、巾 30，..__50 cm、深さ 10cmで焼土が認められる O 床面は平坦で堅く良好で

ある。

出土遺物

土器(第 86図)

8，..__ 10は床面から出土した。いずれも回転糸切り無調整の赤褐色土器杯である。
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1-4 1号住居跡
5-7 2号住居跡
8 -10 3号住居跡
11 1号土境
12 5号土境
13 7号土境
14 遺構外

。

10 
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土壊出土遺物(第 86図〉

11は 1号土境、 12は 5号土境、 13は 7号土墳から出土した。いずれも赤褐色土器杯で回転糸切り

無調撃であるo 12 e 13は口縁部のっくりが雑で全体に I¥'iび、つj である。

遺構外出土遺物(第 86図)

14は赤褐色土器杯である。回転糸切り無調整で、ゆるく内湾しながら立ち上がり、口縁部はわず

かに外反する O

まとめ

遺構について

下堤 B遺跡は、標高約羽田の西側に広がる台地上に立地する。下堤遺跡は、昭和 43年から 48

年まで調査が実施されており、本遺跡も昭和 47年に範囲確認も合めて調査が汗われ、竪穴住居跡 4

軒が検出されている O その後、黒土採取などの土取りが広範聞に行われ、東側は破壊されている O

今回の調査では、遺構は西端部から検出され、縄文時代中期の竪穴住居跡、フラスコ状ピット、土

壌、平安時代の竪穴住居跡、土墳が検出された。ここでは主に竪穴住居跡について簡単にまとめて

みたい。

縄文時代中期の竪穴住居跡は総数 45軒:検出され、これまで、調査が行われた向時代の遺跡の中で

は最も多い数である O 平面形は、円形 14軒、楕円形 25軒¥不整円形 l軒、不整楕円形 2軒、問丸

方形 1軒である。規模は、最大の住居跡が長軌 8.5m、短軸 7.8m (37号住居跡)、最小は径 2.3m

(13号住居跡)と長軸 2.3m、短軸 2.0m (21号住居跡)である O 平均すると径 3m，.....，.4m前後の住

居跡が 20科と最も多い。床面積についてプランの不明な 45号住居跡をi徐く 44軒について算出し

たところ、最大面積を有するのは 37号住居跡の 52rrf (約 15.81柄、最小は 21号住居跡の 3.6rrf (約

l坪)である。 5nf，.....，. 15 rrfの範囲に入る住居跡が最も多く、平均値をとると 13.35rrf (約 4坪)で

あるO 炉は不明のもの 3if汗を除き 42軒から検出されているO 地床炉、土器;埋設炉、石l羽土器埋設炉、

複式炉がある O 内訳については下記のようである。

地床炉・…・・ 11号住居跡

土器埋設炉......38号住民跡

石l揺土器埋設炉・…..3号 e 45号住居跡

①石西土器埋設部÷堀り込み部…..・12号 18号 e 20号 .29号.35号住居跡

り込み音[~...…25号・ 37号 40号住居跡

③石囲土器埋設部→石組堀り込み部+拙り込み部......34号住居跡

④土器埋設部+石組掘り込み部・・….10号住居跡

⑤土器埋設部十掘り込み部......1号。 2号 e 4号，.....，.8号 .13号，.....，.15号.17号・ 22号.23 

号.26号，.....，.28号.30号，.....，.33号 .36号.39号.41号，.....，.44号住居跡

⑥土器埋設部十掘り込み部+掘り込み部・・….18号住居跡
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表 1 住居跡一覧

住番居号 平面形
長車IlJ 雨(m前i)i 

床面積
周溝 炉 の 構 1* コ 埋護 i時期 考(m) ( n:f) 

円 70 3.4 9.1 事長 土器埋設部+掘り込み部 有 大木10 847 842J5 
2 i惰円形 3.9 3.4 10.1 11 11 11 11 11 

3 精円形 2.8 2.6 5.7 11 石国土器埋設炉 11 11 

4 楕円形 4.8 4.4 16.6 11 二!二器埋設部十掘り込み部 11 11 

5 円 Jf3 6.2 30.2 11 11 /ノ 11 11 

6 円 }巴 3.5 9.6 11 11 11 11 /ノ

7 椅円形 2.9 2.5 5.7 11 11 11 11 11 

8 円 形 3.4 9.1 11 11 ノ/ 11 11 

9 楕円形 3.4 2.9 7.7 11 

10 円 形 3.0 7.1 11 土器埋設吉s-ト石組掘り込み部 有 大木10

11 楕 i奇形 3.8 2.7 8.7 11 地 床 炉 11 覆土 a 出 叩ら

12 月 7f3 3.2 8.0 ノ/ 石囲土器埋設部十掘り込み部 有 ノ/ 2号土壊に切られる

13 円 形 2.3 4.2 11 :J二器埋設部十掘り込み部 11 ノ/

14 不整円形 3.3 8.5 /ノ 11 11 11 11 847 833J10A.B 
15 円 形 4.4 15.2 11 11 11 !! 11 

」
16 円 7f3 2.6 5.3 11 9号土;境に切られる

17 不整楕円形 6.5 6 30.6 11 土器狸設部十掘り込み部 有 11 11号土墳に切られる

18 構内形 5.2 4.9 20.0 11 石囲土器理設部+掘り込み部 11 

19 円 形 4.5 15.9 11 土器;埋設部十掘り込み部十掘り込み部 11 ノ/

20 円 形 2.7 5.7 ノ/ 石囲土器埋設部十掘り込み部 11 11 

2・3号土壊に切られJる|21 精円形 2.3 2.0 3.6 11 土器埋設部十..，・ H ・..? 11 

22 楕円形 4.0 3.1 9.7 11 土器埋設部+掘り込み部 11 

23 楕円形 5.3 4.3 17.9 !I 11 11 11 11 拡張 J 
24 不整楕円形 4.2 3.8 12.5 11 26号担i居跡に切られる

25 楕円形 3.5 ..'つ 9.6 11 石屈土器埋設部十石組掘り込み部 手ま 大木10

26 不整楕円形 4.5 3.8 13.4 有 土器埋設部十掘り込み部 11 11 

27 楕円形 3.4 3.2 8.5 11 /ノ 11 11 11 

28 楕円形 4.9 4.6 17.7 11 11 11 11 11 

29 隅丸方 pj 4.4 3.8 13.1 11 石間土器埋設部+掘り込み部 11 ノ/

30 楕円形 6.8 5.8 30.9 有 土器埋設部十揺り込み部(置期) 11 ノ/ 拡張

31 構円形 4.2 3.9 12.9 /ノ 土器埋設部十掘り込み部 有(破片) 11 

32 楕円形 5.6 4.8 21.1 11 11 11 有(破片) 11 

33 内 ]f3 8.0 50.2 11 ごし器埋設部+掘り込み部(lV期) 11 11 拡強

34 楕円形 3.9 3.3 10.1 11 研凶器埋掛~l十羽蹴切込み部l十掘り込み部 11 11 

35 楕円形 3.6 3.1 8.7 1!!~ 石間土器埋設部十掘り込み部 ;高(破片) 大木10

36 円 形 2.9 6.6 11 土器埋設部+掘り込み部 有 11 

37 楕円形 8.5 7.8 52.0 11 石国土器埋設部十石組掘り込み苦!i 11 11 拡張

38 楕円形 4.6 3.5 12.6 11 土器埋設炉 11 11 

39 円 形 2.7 5.7 11 土器埋設部十掘り込み音s 11 11 

40 楕円形 7.0 6.4 35.2 11 石図土器埋設部+石組掘り込み部 " 11 

41 婿円形 5.2 4.2 17.1 11 土器埋設部十掘り込み部 11 11 

42 楕円形 4.6 4.5 16.3 11 11 11 有(破片) 11 

43 楕円形 3.1 2.7 6.6 11 11 11 有 11 

44 椅円形 3.3 2.8 7.3 11 ノノ 11 有(破片) 11 

45 石間ごj二器埋設炉 有 大木10 削平壁なし
ーし…
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;::;J-"，-...-...rrfG.rll-rf-r'....... 石囲土器埋設部石組掘り込み部
以上のように複式炉が圧倒的l多く + ~~'I)~~~ :: ~~/- WIJ +掘り込み部の組み合せ

」 、土器埋設部 掘り込み部

から構成されている O 本遺跡では 6タイプに分類でき⑤タイプが 26軒と最も多し可。

これまで計画地域内の下堤 E は、同一住居内で複式
(言工 3)

炉→石間炉、複式炉→石間土器埋設炉、 土器埋設炉→石間炉という変遷がIJ¥

例ではあるが確認されている。本遺跡においても間一住居内における炉の作り替えが認められるが、

上記のような変遷とは異なり、住居跡の拡張に伴ない炉の位置を移し替え、再構築するものである O

住居跡の拡張が明確に認められるのは、 23号.30号・ 33号 o 37号住居跡、であるo23号 o 37号住

居跡は複式炉→複式炉、 30 33 

式炉というように炉の移築が行われ、最も新しい時期に住居規模を拡張し、一回り大きくした壁に

掘り込み部が接するようになり、柱穴も新らしく掘り込まれ控際を潤っている。このような形の拡

張は地方遺跡の l号・ 2号住居跡でも確認されている O

(註4) 

この時期の集落では、住居跡間に切り合い関係がほとんどないのが特徴であり、一時期の住居軒

数を把握するのが困難であるO 本遺跡では 45軒検出した住居跡で切り合い関係にあるものが三組

確認されている。このことから少なくとも二時期の変遷が考えられる。

時期については、炉埋設土器を決定の根拠とするならば、沈線区繭の磨消帯で文様が施される深

鉢形土器が主体であり、縄文時代中期未葉大木10式期に位置づけられる。

遺跡の南東部から平安時代の竪穴住居跡 3軒、土壌が検出されている。住居跡は、いずれも東壁

にカマドを付設し、一辺が約 3m前後で主軸方向も同様のものである O 土墳は 11基検出されてい

るo 1号'""-'4号土墳は覆土、墳底、側面に焼土、炭化物が多く認められ、火熱を受けている O 火を

使用した施設と考えられるが詳細は不明である O 北東 300'""-'400 mには同時代の下堤 A、C遺跡が

あり、 A遺跡から 4軒、 C遺跡から 31軒の住居跡が検出されている O 周辺遺跡では、坂の上 F遺跡
(註 5)

2軒、湯ノ沢 B遺跡 l軒、野形遺跡 3軒、深田沢遺跡 6軒(うちカマドのないもの 2軒入下堤 D遺
(註 6) (註 7) (註 8)

跡 3車干が検出されているO 下堤 C遺跡が圧倒的に多く同時代の中心的な集落として考えるならば、
(註 9)

隣接する下堤 A、B遺跡の住居跡のあり方は分村的な性格が考えられる。

遺物について

下堤 B遺跡からは縄文時代中期の土器@石器@土製品@石製品、平安時代の土器などが出土して

いるO ここでは土器について簡単に触れてみたい。

縄文時代中期の土器は、遺跡の北側が削平されており、遺構外から出土した土器は少なく、大部

分は住居跡覆土出土の土器片、炉埋設土器で、ある O 器種は深鉢が多く、鉢、台j不鉢、器台などがあ

るO 文様は沈線区画の磨消帯:で施されるものが主体である O 口縁部が磨消無文帯で頚部から胴部に

かけ IJJ、iSJ字状文、波状文、クランク状の文様が展開し、また、 f寸随して円@楕円区画内や沈

線 lこyfll味Ij突文が配される土器もみられる O これらの土器は縄文時代中期末葉の大木 10式土器と

して位置づけられているものである。
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平安時代の土綜，~、須恵務郎、赤褐色土務郎、!I!がil;る。 須.11M揖師は底部切り緩しが、回転へラ

切り無誠懸 B 点、 回転品切り無調書~3点である。赤鰯色土器保ほ同点すべて回転糸切り鰍絢驚であ

る。隣接する下機Cil!跡でも同僚の土器が多数出土するζとからほぼ拘時期と感われる。赤褐色土

器硲はすべて自伝糸切り無潟挫で£り 9世紀中半から 10t聖書己頃の年代が考えられる。

:!EI. r枇回路空港新都市開発関係思議文化財発焔調資報告¥!l'下縫 E迫跡」秋副市教'(.f委員会

l蝿5

主主2.r下嫌D遺跡発錨潟資報告」秋田市教向委員会 1982 

主主S.r秋m飽きE港新割)itl開発関係思量童文化財発織潟査報告嘗 按ノヒE遺跡J秋岡市教育司岳民

会 19制

主主4.r秋朗新鶴市開発型車備事業関係伊雌文化財発嫡剥l!i報告轡 地方la跡J秋佃市教育委員会

1987 

設 5.r秋回臨守電話書新都市開発関係恩恵文化i時発編郷軍E報告轡 綬ノ上 F遺跡J秋悶市教背i'2ii負

会 1蝿5

設6.r秋問甑?1!泌新富島市開発関係坦l厳文f邸害発錦繍査報告型草 場ノiÞ! B遺跡J 歓悶市教育.~貝

会 l弼3

設 7.r秋悶臨密封書新都市開発関係岨!蔵文化財発節制査報告舎野形遺跡」秋悶市教官餐只会

1984 

::1;8. r秋凹盟副空}甚新都市側先関係哩l蔵文化財発錨拘議報告~ 深闘世~jll跡J 秋開市教í'I'察員会

I剖 S

設9.a主2と1司ヒ

註 10.r秋m新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発繍調査鰻告書下縫Cl圃跡J秋田市教育委員

会 1捕7

重喜考文献

秋111fli側議員会:r'l、同地EFA鮮側資報告脊J 附

秋回以教育委員会:f内村沼陣発線網重量報告曹J歓岡県文化財調資報告鴨1IT92集 l弼1

秋田県思議文化財センター:r内村治跡出土土器と住居醇の変遺J小林克研究紀重要第3特 l抽8

芹沢民介坪井鴻足{也・ 「縄文土器大成第2~島中期」 講続栓 1981 

目黒吉明:flt白骨:lPJ縄文文化の研究8社会 ・文化雄山悶出版 1蝿2

中村良申:rr惚武士戸』 について~古手県を中心と してー」 考古風土紀第 7号 1蝿2

ー 判3-



イ砂

φ 

イ砂

+ 

+ 

今

4惨

令

4与

+ 

令

+ 

令

4除

+ 

ーャ

司令

寸験

4ト

令

+ 

+ 

+ 

司令

+ 

+ 

+ 

+ 

? 

。

， + 

司令 司令 イト a、イ炉司砂 ー・ サト 十 + 令

'い

A 
ω 

c 

+ 

イト

'‘ 
φ 

4ト

" 
+ 
。

4ド

， 
+ 

+ 
。
+ 

設:議;;fi

c 

4ト

• 
+ 
，、

§C3山

" 
4ト

り

る

司.

a‘ 
• 

4。
c 

@ ② 
A
M

一
命

③ 

L一一占一一J"

(o + 1 i ‘ 4ト 411 ~ I。+ 
' 

+ ，を 4 • ‘ も ー‘， ， 1・... .. 6 ー・ .・ ， . ， 4ト泊。

"8Jfl! '"網d:.18

• 
• 

イト

，、

φ 

+ 

" 
。

& 

司令

， 
.‘4・，' ， 司砂 句 .令.+ 



下堤A.B.C遺跡航空写真(北西→)

下堤B遺跡航空写真(北西→)

図版 1



1号住居跡(北→)

2号住居跡(東→)

図版 2



3号住居跡(南西→)

4号住居跡(北→)

関脇 3



5号住居跡(東→)

6号住居跡(北→)

図版ヰ
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国版 5



9号住居跡(東→)

10号住居跡(東→)

図版 5



11号住居跡(南→)

12号住居跡(東→)

図版7



13号住居跡(南→)

14号住居跡(東→)

酪版 g



15号住居跡(東→)

16号住居跡(西→)

劉版ヨ



17号住居跡(南西→)

18号住居跡(南西→)

図版10



19号住居跡(東→)

20号住居跡(東→)

図版11
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